
 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概  要  版 

第３次鳥羽市地域福祉計画 

令和２年 3月 

鳥羽市 
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かつては２万人を超えていた鳥羽市の人口も、2040年には１万人程度にまで減少することが見込ま

れ、人口減少により、様々な地域活動の担い手が不足するとともに、社会資源の減少や空き家、空き

店舗の増加などが課題になってきています。 

一方で、育児と介護の「ダブルケア」や、高齢の親が収入のない中高年の子どもの生活を支えてい

る「8050世帯」など複合的な課題を抱える世帯、保健医療や就労など分野をまたいだ支援を必要とす

る人も増えています。こうした課題に対応するためには、地域の力を強化し、福祉の領域を超えた取

り組みを推進することが必要です。 

こうした課題に対応し、高齢化・人口減少の時代を見据えた地域共生社会を推進するため、第２次

計画の取り組み成果や課題をもとに一体的に見直し、「第３次鳥羽市地域福祉計画」を策定します。 

この計画は、「鳥羽市総合計画」を上位計画とするとともに、子どもや高齢者や障がい者等の各福祉

計画の上位計画として位置づけられるものです。 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置づけ 

鳥羽市総合計画 

（＊１）令和７年度以降は子ども・子育て支援事業計画と 

一体的に策定します 

（＊２）令和７年度以降は健康増進計画と 

一体的に策定します 

子ども・子育て支援事業計画 

子どもの貧困対策計画（＊１） 

健康増進計画・食育推進計画 

 
いのち支える自殺対策計画（＊２） 

 

高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

障がい者福祉計画 

障がい福祉・障がい児福祉計画 

地域福祉計画 
＜鳥羽市社会福祉協議会＞ 

 
地域福祉活動計画 

 一体的に策定 
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      保健福祉センターひだまりの相談機関を中心とした多機関の包括的支援体制の構築 重点Ⅰ 

      地域力強化の推進 重点Ⅱ 

基
本
施
策 

基
本
施
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１．多様な個性や文化を認めあう“こころ”を育てる 

２．地域を大切に思い、市民自らが主体的に行動し、持続可能なまちをつくる 

３．誰一人取り残さない、支えあいの輪を広げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鳥羽市は神島・答志島・菅島・坂手島の４つの有人離島と半島部で構成され、観光や漁業、農業、

商業などにより、暮らしが支えられてきました。それぞれの土地柄や働き方により、独自の暮らしと

文化が育まれ、地域の結びつきも多様になっています。そうした暮らしや地域性を大切にしつつ、人

口が減少する未来に向けて、心豊かに安心して暮らせる地域をどのように作っていくかが今、問われ

ています。 

地域では、年齢や家庭環境、障がいや病気の有無、経済状況など、一人ひとりが様々な違いを持ち、

暮らしています。そうした違いを受け止め、誰もが自分らしく、「幸福」を実感できる生活を送ること

が大切です。そのためには、隣人の困りごとや地域の課題を行政や特定の人だけが解決に向けて取り

組むのではなく、一人ひとりが地域の課題やニーズに目を向け、持てる力やアイデアを出し合って主

体的に行動し、地域に参画することが必要です。 

20年後の未来に向けて、心温かな鳥羽市の暮らしを継承できるよう、安心して住み続けられる鳥羽

市を市民みんなの手でつくり上げることをめざします。 

 

 

本計画において、以下を重点プログラムとし、施策の推進を図ります。 

 

●相談を断らない支援体制の構築 

●各種関係機関との連携 

●地域共生ケース会議 

●地域共生政策会議 

 

●地域活動や市民活動の促進 

●活動拠点づくり 

●他人事を「我が事」に変えていく働きかけ 

●地域課題の解決に向けて取り組むネットワークづくり 

 

３ 鳥羽市のめざす福祉のまちづくりの姿 

４ 重点プログラム 
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●学校教育や生涯学習と連携した福祉教育の推進 

●身近な場での学習機会の充実 

●地域福祉を担う新たな人材の発掘と養成 

●交流機会の充実 

●地域活動・住民活動の活性化 

●身近な地域交流拠点の充実 

●児童・若者に対する支援 

●チャレンジできる社会づくり 

基本目標１ 

地域を支える人づくり 

基本目標２ 

支えあいの地域づくり 

地域力強化の推進 重点Ⅱ 

   

     
多様な個性や文化を認めあう“こころ”を育てる 

地域を大切に思い、市民自らが主体的に行動し、持続可能なまちをつくる 

 誰一人取り残さない、支えあいの輪を広げる 
めざす姿 

重点 

プログラム 

保健福祉センターひだまりの相談機関を中心とした 

多機関の包括的支援体制の構築 
重点Ⅰ  

●情報提供の充実 

●相談支援体制の充実 

●多様な地域課題を解決するための仕組みづくり 

●住民や関係機関、行政等の連携・協働の 

 仕組みづくり 

●身近な地域での見守り活動の推進 

●災害時に備えた支援体制の充実 

●保健・医療・福祉サービスの充実 

●権利を守る取り組みの推進 

●住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり 

基本目標３ 

地域福祉の輪を広げる 

ネットワークづくり 

基本目標４ 

安心・安全な地域づくり 

第３次鳥羽市地域福祉計画［概要版］ 発行年月：令和２年３月 

発行・編集：鳥羽市役所 健康福祉課 
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